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少

訓に沿って伽くい丘I駐かく胸,てし師｡この丘樹淵棚乍
っ瞳冒I岸段立で．その崖を工沌の人は言力'ら「八ケ』と呼んで()よ

tjhう狐、

す』この'~ハヶ」に沿令〔ぞこここに湧水力〈ありその湧水緋l用
した名園･公園･神社ｲﾑ帥w点在して(ぽすこの崖のすそ童た

どるr(輔の蓮｣は諒蔵野l/１面融畷る節雄です“しﾉ)､６ブ凋

昇平氏のﾉＩ茂r頭i蔵野夫人』の霊日にち丘っに地であり文f冒識歩
としても最適です‘

ｒ(卯６/瞳｣に引き縮き野'ぬ園内J)野川に>りった避樋韮通
って鋤讃の緑と水鋤つくりと満興してI)ただき…趣ケ谷宿に一

．‐､ノ、Ｖ,.24

追しＩこことのある』Zl熊勧)墓之至ご匡乃,と、野ﾉ'|趣園菅蘇り『にて野
川の自然につＩ)て輔砿郷（）て刀'ら帰蹄こ応めiう予定です

しつじ

Ｌ六つ辻に雷い'rlノミ六池儀

『天地意｣と工1也っチカw蝋Ｉ臓
蓉のほこら直今で直誌縦交談
を少し実に入っにツツジの咲く商店

会治異の数muに建って,)る．この交

差点は、かつて1亜東西に伸びる江戸

鐘の他に南伽)定木街亘戴とが交

わり、六つの江とﾉ胃Iっていたこの
せき

豚燕藤蝋盃蕩

方－，－－項

ヤI鯉
溶き彫りごＷご穴画石噛!(妙謹が建

てらﾙぽＩ)たものである．
詞も亮白菊『聞奉3,5sより

この王うな六つ辻を「八道の辻」
えん

とみ葱して、よく六地ﾉ農がま一>ら排1て（）たとjのであ為．ｔ也蔵の縁

日は２４日婚に７月２４日（今では月遅7hの含月２４日）が年

間で鴎xの紘日Ⅲ蔵侭(地蔵淵地絢溌などととﾉ【)う)で碗
ごこに昔からｒ六地臓の店」と畔ばれ匠店があるｊ幽店経営の

畑呆畿氏の店であるパ地蔵のある二州たり州槌俗に
－ｉ－



つ､蝋逗部の地震の筒写は緬弘”(イ）
〃0為Ｉ” ．Ｆ力いる

手ぐ碗､部ｹﾅﾉ７１欠け亜{)てと比廷地蔵力W<蝋合掌(而手の蟻，堂舎＃)す

二1つあるiMﾕ蝋李７噸か６－上部の脆州字は“卵潅(イー）
４の面

刀門瑠に蝿淵瀧進付けに,曾の侍
(上甑と刀『令に一種の環超〕)ど為
猟写は"＆'，(イ）

可の画一 附
唖
和
噸

六地蔵と凸呼'封した．この六地震の店Iま騨飢目と鼻の先にあっ
たﾎ柵場(今のﾉ|金漸'福jKlt会館の迦‘にあうた）のｨr出し弁当力、

ら、ｵﾌ‘つじ、ケ､夕、酒など日常雑貨と売る腹ろずやで、ｵt(蝋様

川,J了i）（金篇院轍了）や絵馬と,庵→た舟§鋸には地祷絵馬の他

（こ々椎、拝み絵馬ほども綴った．そして六地蔵まいりに埼玉県な

ど遠くからと路<の人ﾉ来亡。そんな訳で､､六地愚,ｎ店の主人

はこの（j也蔵のほこらと立派に改修して何と力､ぁ､t噸》様の縁日
忽尾浴させたI）そうであ蚤．

ii/-筈とＶ雫男面耐職縦:嘘捌こ六脚滋"－，‘
6、－－/イ密ざ"《ｨ)の胴咳'ほiir《!'ゑ

２の面両手で漁謙(柄のっ｛,た沓をたく入,'”)鮒ﾌ棚
正面上郡に則農i7潅評Ｗ(力）の碕享力蜘まれて()金

迂鮎遁鮮冬職蕊撫溺熟),忌緬
さ 鰹 Ｌ 擦叩

向ﾉ])－，ｒ左1則約きむたてに紀年銘が,叉:、ょっI皇貴j承施と１１る
こａ11,空bkAJ7Aｱ､二.､､ユﾜﾆＬ,鐸;こ.露､が

昔宝永四~『易稔〃し月汁四日
宝永４耳と厩西暦｛‘７０７年．今から２胃Ｕ辱諒）工戸中頭である．

５の圃尼I手で峰〈江袖具の-つ単に長()布を下けた一総了)巌)之椅っ鯛
ｉ漣ＬＬＬたん'４‐

上郡,ｎ地震の黄頃欺けて()て見えなし)．．

Ｇの画一５小面と同じく両手で幡乏持一ﾌ『也箇よ二部の地震の侭'言は淀(ﾉで(’
て見えな(）．

５の面で6の面の_L部(/)鷲顎敦‘脅雪''《ｲー）で，.患，‘(ラン)刀咳‘'土淑て(｝
たJ)力'と知j1画い・』ミノｌＬと6己と6と何と,刻まれて(吹刀ﾊﾌ゙ た"Iとへ

③六地蔵
カド,亀非j､ろノハ六r臆と巳苦しみの『地獄』心?鱈ﾘの『棚｣、

さの『雛』伽らそいせ()かりの｢ｨ鰯』それ'二『人』（入閣）
'二へノ

ー －２－
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了芙』（天上)の六つの迷界鋪錘鯉するわれ洲鍵堂地蔵
菩薩力〈救済できるように、つまり穴道のどこにいて６地蔵力w救い
の手乞さしのべらﾌﾔ(るように六一ﾌの分身としてあらわされた６

のである．

このように六つの分身を考えて六体の地蔵きｲ割Pすることは平

安末期に始まったとされてL)る．六地蔵の石仏が寺院の門前や墓

地の入口に-船に見ら収るようになるのは室町末期からである．

この石戯地蔵には聯溌鋤ﾘ像を榔並,ｗ,の鵬
く見うけら#/しるが､他に一石(こ六体を横に並べて彫つだと,の、

石憧の六面(こ彫った６の、角ﾙ主の四面のうち三面(ここ仇ず-ﾌ彫つ

だ６の‐一石を上下二烏にして上段と下馬(こ三体ずLﾌ彫つだらの

ほどがある．

六地蔵のそれぞれの肩ら物などは一定して()な()力r､最も多い

のがも手に鎌くう左手に幾額つ姿である他に両手で設
雄時ﾌ噸右手撚皇印狂手引糊を示している噸.答

Ｑ’んどエラ

琴して!'ろ鵬､両手でﾉ櫓岸(柄のつ!)た割戸)鵬-ﾌ噸、
(３９KＪ

麓など力唄ら
｡ ●両手で幡(あるい1

11'しる，
裳§

－－３－-一

三而爾Wうで~晴FF詞雨海扉Ｅ→〒一所雇肝宕所電r一五三羅引用
いだしました.感謝)だします

言読荊聞朝醐聞
９５３．５．８武勘I金井駅南口Ｓ５７．６．１３通鯛L勇始末記に執説

Ｓ５Ｅ、１，Ｚ６（よiすの道広報こしがや

９５８．３，１８ノ|､金井ﾉ｣、>欠郎市喪編さんだふ!）No.'３２通震勇遠鮮件

ｓ６Ｃ・’’１４二榔患悲沌野)||公園管T里jｦT発行（あむほらの）

Ｓ６０．９．’６大沢31つさひ”９６０．｢７審川公園fＩ近｣ﾌ地ji,と池噴

Ｓ６１．２．３Ｉ工,丁の着９６０．９野川沿いの湧水堂訪ねる散坂道

鯨都公園開,会発行９６１．１鋤'|公園の水
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２釜j談のケヤキとﾑｸﾉ詩ﾛ

３

である．
い時ｚう

銀杏の木を惇さんで石力鯨の木.をﾉ'ﾋﾉ|塾で，
でどちら６ｊ樵職300年以上尼という．

､総小金井小;郡の墓
幕灼ﾊら明淀掬)ｙ１に刀Mうての勃古側二浬

'二.くこ

戸I1rW1武川2癖で威勢き張った博徒の親ﾗｉ

市天然記念物

１４

いで．淑亨庭誉-力喧雨識人酎:r,今…と刀(う力》刀Ｙ餓牛の小次郎の肖侭可
（二怯五吐圃労婦叫）

えろとＬ）フ．
せ＆

小金ｊＥＭ釈郎(ま下小金跡１，名主を-つと‐いた|日衷聞家の沢男
として立脚元年(|ＲＩｇ)(二生捌ｕＯ代瑠1当どルリごあとﾉlY金井

匙嵐I)旅がラスの鱈舌に明け暑＃U三:が-2Q/総iぎてから男麿てと
して売り出す.武州二塚fﾘＥＩ神(小平市）で起きた出入りに加わっ

て石),|島の欠磨総(桧鵜)に月陥この騎潟草の火>肖し
の男どて新門辰五郎こ知り合い､弟分とほる‘その後．（）っだん

;釈放ご伽こ力（.再び捕まり、伊豆の三宅島へ肺ごれた．明治元年

(1868).許されて東京に戻り、その後ぱ日訓リ､rﾉl､宿肌とと,名

棄弓に維新の混乱に迷う若者を一うれて再び三宅島に濃ゾ､島の

開洛仁尽く戒明治i峰('８８１）Ｃ月、６４為で死亡し庭．

日紘の小》欠郎は簿彰雛を嫌って、子分にjE業に就くようにす
すめた')､ﾉl､/金井一家は自分－－代で癖敵する笑う'こ言い含めて()

だ。し刀、し小>耐]級准､勝手に跡目き継ぐ巻が出た。この流
ﾙ碇くむのが暴力団二奉会ﾉ｣､金井一痕で､今で６国電中央織合

(1にﾙ蹴員６００人童特ろ、蜜視庁力)ら要マークの7号ｲＺｆとなって
いる．

多分３十人を花'える雨料椅ち‘刀恢客さあ→危

爪地元で|聖今.砧名工凧!‘多摩の各地に

は手紙蓮』よんてんたばこ人ｵ1、ツエ廷と’

ﾉ｣、)侭郎Vﾙ刀、!)の品ｑ刀ばだ数旗悪－，て（）勧

手熟睡と産見るこ葵写批リの達筆葱筆遣

い冠赦潰鋤１種常識人で孫三と刀くう力)カャ

０

５．一



左の写真はノＭを井市褐所

社会教育課に保管されて('る
ﾉ|､次郎の脇差であゐ，『肥前

国藤原忠壱，の銘バヘうてい

る．杉並区荻窪三丁目に住む

小
次
郎
騒
嗣
の
馬
錘

墓は畿訓南側唯蔵態地にあり､山岡総+の筆による追
悼碑がみし今､＃1ゐ．1M帥鮒年に作ら#Uこ石囲()に｢をj歴代の小金井

一家総長宙各地の子分票の名前が並んで()る．

４‘地蔵の庚申婚

常陸洲迄×t｣､寄贈.常陸実は』楠甲州街道の府中宿にあって、
注せか小欠郎がしぽしば出入;）して（)た．明治９年に廃刀令ノバ出

憂とノ|､>侭郎l胡,嵯を弓制域氏の祖母に蒲け、そのままにプェーァノミ

ものという

なお､ﾉ|､金丹市と三宅島とは島民のために尽くした小次郎が

取り持つ縁で姉妹都ﾘﾁﾗとな→ている．

小次郎の墓の辺くに樹令百数十辱とい＃つれるしだﾙ'(紬)吉水
力Ｙある．ｒ小沢郎幣」と吻或帆市の天然昌z食物に指定されてL）

為．

ごうＬＡ』くうこうし~くう

二(n金箇院墓地の入□に本碧ズt蝋の庚申塔が､あ員.ノ|､金井
カゾメ?:基

市敬譲幹戚湘こは『こ蛸よ江戸日寺代前期敵牌（
'666）造立の小金井市最古の庚申塔です‘滴(猟勤v地蔵である

ごと'鋤し〈碑地区として酷！)とのです,噸俵と錨の
左右には四十名ほどの造立当鴎の姓名力蜘まれて()まず｡｣と記

ご'１［ている．三狼がみら肌ろので庚申塔と'肋'る．この頃の王尊

は地聯'１細ｇｌＭ大日慨あ!〕､洞弥臓L処下郷王
伽で定ま→てし)ない.よくみられる｢百頁｡青面捌｡二鶏。
す~叉,～

三猿』(まと,う'ｂした‐>た元椛F間((888八11703)頃からよく作

ら'kろユうになる.そして廃申様と()うと青面,金1茜M趣すこと力『
多く獄る．

６



６.はけの道（『武蔵野天人』の璽台で武蔵野耐鶏凝す）
ｅｆ（よけ」とは

、句１９十

ノ｣金丹南(ｎ南部にほぼ詣西に走る崖（]h魚蓉闇上この呼び、
.？.？､‘１１

名は「国分寺崖線』噂雨向ｓの斜面で《鶏差は十数メートルに
ぷぶ，そこ峰箇<加皇＞'~(工(T」と呼ば'|'(、蕊筋どの旭下ﾌKﾉ八、

わき｡qて、鮒|に流洲1込んでいる．順擬制の(揃う(南端1竜たゐ
南向きの'~(工け』(房いし風戯く冬で６駒言が似､要なく

帥礁かい大正時代までは農衷（点淀するﾉきけで撮ったノバ

日脚元年．中央編武蔵/jv金托駅が完成すると、画受軍人．医

首弁謹上画家丘ど名士が余生捌荘のようにして住むよ
うになり、劇後(よベッドタウンに麺ぽうした．

ｅ辰ばけの道』の命名者
金画完の前こ『ハヶの直』の標示板がある.金属院雨力iら二

測喬あたりまでの逼進さしてＩ１拭う色’はけの這坐と命名

さ刑ご”よ童る491年‘小金井市力〈市制緬了十五周年を高碇し

て、市内の道附岬Kg募集しにらので､名付け詞ま､で(まり
ｒはけ_i‘の高台(訓主む寝辺斧光氏である．

一一『７一一
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⑤

に
＠は野ﾉｌＭ,:畷武蔵野台地の地形（貝塚爽平（1964）による）

府 国

！

川ローーム層

蔵野ﾛｰﾑ屑

蔵野レキ層

総胴群

〃

1悪霊舞悪雲；唾垂三z雲
?莞89Ｆ:品移

Ｍ面は６万年くらい前の多峨川の川原

７

府中をとおる南北断面図（貝塚爽平（1976）による）
１，斗

に似て式隷喬蝶/胃'7~'所か‘う湧さ出､ｉ近（)芝）

図III-43小金井

（よ〔ﾉ(7)鳶｡Kj乱

Ｇ『ﾉl金其』,の地名の起こり
こ〃Ｔ･(ＬＬ

はけ!こ蒲ミで純,くのrf偲水」ざ『黄金(こ6Ｗ<ﾉﾋたし'責

望凝水聖ととらえ．こ肌がr黄金州』一一，ま!)小金拝の名、起
こりであると造えられている‐



､小説r武童野夫人』につ(1て
く

大岡昇平の小説r武嵐野夫人｣の中に､ﾛﾘ斜面に澱く喰()込ん
だ『はけ｣の鋤は鳥の通い蓮であった割と,'う－師ある。
小説のヒロインは｢はけ｣の地に移り住んできた官吏の娘で、

私大フランス語納迭夫に持つ古風で負淑な人妻､宮地遣弓-‘

ｒ終戦ﾐ年且」とあるから昭和２３年､従弟の勉t復員してき
た二勘､ら物認端まる。近く(ご住む親類の大野夫妻､そ伽こ

「はけ』の)腺.荻野家ﾉｺこどか寝錫するが.全編に、「はけ」
を中心とする武蔵野の自舗苗写概1塵深くちり脳めら７１'してL)る。

大岡昇平氏らまた南方から復員してきて､２３年１月から1{月

まで、この地に住んだ。『武i鋸夫人」は､25廷１月から文芸

雑i託『群像_iに連載さ仙今なJぅ愛読壱が鈴('という“

①谷口宅の湧水

谷口家は武脚l金井脈ができて名士たち力《瀧匂とj稗!)住ん

だ昭和２．３年頃文男B<が中昌姓の時に湧水のあるこの敷地に
引っ越してきたそうです。カルキ（さらし粉)味のするﾌK道の

水腫らづて今でも溌灘If桃に利用しているとのこと属
には今で厚からとなった池力職されています

拭画野のなごりg稀寸濁に
2-3和に伸られ縫はW伽砺6．

二男仏ら

②はけのﾉl、路

宮地夷のモデルとはった中木塚にも湧太

があって、この潮〈洲､川となってｼｉＭＬ、

‐そのﾉj､川に沿った小路蝿捗道として整備

さ,|,Lた。幅約3,)γし､延長約９ｏ/Ｍである．
「はけの小路｣と命名さ血「(まけの小路

の咽卑状入口にある．

※｢武蔑野夫人」の舞台となった家々
。『宮地葛2』のたたずまいにあたる中村家

中力輔い敷地はざ→と1,000坪.ﾉ|､旨1,0ｏo坪.ﾉ|､説では「水1コ窪地"）

－９－



●

●

奥が>欠第に高まり、低↓崖となって尽錨ところから湧!)て
()る」と描力Ｗｍ１るよう'こ、この広い敷地の､モウ､ノウ竹
の茂みの奥の崖下から今ろ伽くうKがわき出してr(まけの小路
に治-うて流Ｊ１'し､翻llに注ぎ込んでいるのである．

私衣中村研一氏(唾j家)は戦争で家かi娩州､代々 木からこ
の地ころ|っ越してきた巴,ので､、あとから引っこしてきた大岡

昇平氏と知')あう。‐邦、

なお､善毒矢亡人(鈴8弟さん一家蝋らして!)てご健在
妊そうだ。

「はけの荻野家｣にあたる湧辺善一氏宅
「ばけの荻野家｣はﾉＩ説の透ＩＣ、ちょっとした高台にあ－，

だ｡本当州蛾辺家｡ﾉ'帥中で噸附象徴としてf畷
深く括力W/、lる(調寸の家の「一ﾝ本のグヤキＪ(圭残念ﾌ扉が、

ら十数年前に切り倒された.幹の方＼さは七人花対立だ→だ

そうである．

『大野家｣のたたずまいにあたる富永家一

氏完震鯛二雲鰐柔黙ﾙ喜撫:鷲雲
で鋤ろ。夢k尿の家庇ＥすきL)が_小説の大野家のモデ、
ルになつだと言１|つ11'、)る。

③小金 井水田跡碑・
碑文は次の通り．

雰冒、。里

Ｂ力Nf闇柘

金井市の中形

１０－‐

０



い~三忘熟塁壁熟,威挙=癖篇晋一
Ｉどのごうは尭塞の表都市化によ'唯宅地と迄ゾー訓掴
|蔵騎自然公園と啄一ﾗた
ｉ刊倖吾tIの糧ﾓｶﾘ'困鑑とたﾉEか('勅Ｗ熱り冒し/鮪'iFIﾉに評
|力してきた永日帥]画一'五年垂黒簿に五へﾉﾌ゙ 〃一〃咽〈困る

|そ"職測ご上郷-に言の総'写k蹴哨謀雌八

富永十二年(西暦'６３脚）十三へ'フダール
倉享保九年(西暦'728年）二一卜、グダール

明治十三年（西暦１別じ‘零）三十六ヘクタール

fﾘ旨贈二十三年(西暦'9(/C茸）四ｆ九ヘフタール

大正十三年(西暦ｉ９２４年）二一+－．と/、ジターノレ

昭和四十三年(西暦Ｗ６Ｒ年）と，､､フダール

１
．
６
９
９
．
０
‐
０
４
■
ｐ
■
■
■
■
日
凸
甲
ｊ
●
卜
‐
も
０
８
■
Ｉ
凸
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
６
Ⅱ
０
‐
Ｏ
Ｕ
６
■
■
１
７
１
■
８
０

ｰ

Iで"'…'一＝‐に一劃'嬬…耐'亘奮…'１１蝿縦遥滝の廷』蔵しておく卯である 』

ｒにIけ』の仁のzEt/震野台地（玉)||工加刀開発ととどに開始

ご‘'１【た訓士鵬ｧたのにロニベ、71毒水力堪崖な1-ばけ』の下回、

宙パノ､の住調耐あり、力)一つで“稲侭,囲んだ一つけに訓､でふる．

ｇ帥４５年韮態３３ｕ写i〆上淑を()た米作の歴堕を配した如

迦ＷＥﾐぼど､茜ツボ!(プ７－ルピノし）に入れ､畷の/ご_仁に碑力嘩立
．､くうＷ:ニハでかる・
‘か鉛オノ

画く′１，’
よｒノ１１

Ｗﾉ１Ｍ'卿の説州附ｒ野川端‘らjLしょにJころと
緋－．．．‐、一一．~.､一一一一一…一…一~一‐－~一~－．.一一~‐‐一_…‐~i、

｜鋤'似卿ｋｎ識(ｉｎ一つで､剛寺皇装(ハケとよぱ脳ｌ

ｉｉ:雌ｗ皇下刀!ら鮒ＩＩＥ維劇て流れて'脚の献言’
|座穐と叫珊寺歳の芯ケ窪に始まり世田谷脚)二言橋は迩
吋郷川に鋤緬るま芯延長約２Ｃｋ,"し筋‘)ま菰

④

叩遥就榊溺蛎蝿蕊捌獣鰐y，
|剛畑は豊喜な滴水訓用し:て稲作柿な＃うれ、

－１ １ － ．
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い-.昭,灼四障伐に噸禰y)訓７化力唯み､寮創郁の流入
航､名〈獄-うて、一時まどl勤'|伺無になったようである．

⑤涛川の今言

三糊祁戒白雨の崖でＥ１必凱中にi諾か!)樋穴力帆'て
人骨穴I納発見基れたこと小あるが、このよう'こ野川周辺は清

く力、‘,人々 が性人fで（)/畠ところごある．

焦土器時代‘縄文鴎代･弥遡歌と生活して〔)た証拠i‘各地

でみ-)ﾉiハーフて（）須一犀土器胸ｔはナ１．/形の石器雄ご力ＷＣＵ

や更更台のﾉ矯州ルー,遥貝さzにて()ること力'ら:二のあノミ!)で人'ｚ

』生塘して（）たこと1刈曾|ら刀'であ肴．訓荘R歌になると屑水さ

利用してﾝk田糾i'酬非､､こ種;いれてＷこてルィう，古墳時代にば

台地上の古墳の他に崖ｑ員穴焔墳(住居としてを使われた力、

め州(作られ,人骨ととど,に衰蕊ｆ飾誇八出工してい
る．二ＩＭＩら行く龍原寺IこさI横穴式占墳が大正4-年に発見ご？ｨＬ

で()為．〔ｒ野)(鮪津』道参差にＬ士Ｌた〕

Ｇ武 蔵野公園

公園の面雨は約２６Ｍ、ノZ1l咽内にI誹紬ｌＷｋ草原･7膨侭

畑写、ｒＦＷ認”環j画きとご‘いる斌園です‘・約１０万本に６笈ぶ旭
木州?)旗〃I郡都Ｗ｢)街鵬樹や各漣Z(､庵|週に脇値するノミの剥塙ご

りＩｒて()る２，のです．灘龍、だてに南側は鋤(蕊瞳侭ある．
－１２－

己忘'）王した‘

二[Ｍ園の何近ではたく〈Ｍ"聯鳥忙'織吻臆柳X貝られ



'－７．
ー

紋ﾉ僑之記

二枚橋庄くの二禰喬衛生組合清掃エ場

寡７１/ZたｲE電力” の石皐の雲

Yﾉ橋ﾛーﾌ゚ERヲ

の昔

Eﾖ､ざ頑迄

坐‘

一郭'に”も二赦繊

墓皇創霊察

谷の庄屋の息引まﾉ|､金井のLl-I勃恨と淘中となり夜毎そ

の橋の挟で逢う瀬を重ねて〔)た.他力《て村中の評判となり、

頑融庄屋の鯉を買うことと写')二人は実らぬ恋鎌め、
渦巻く開||に身逢拘ずてしまった｡響くして娘のfぞ念がr大錐

とな→て住みつきらう一本(7)幻のﾗｵ(木橋に化けて村人を鴬

わし川の中にまして(に庄屋は二人のf蟻にと大木を二
枚に挽き割って立派'丘橋圭fFj〕懇ごろに重き慰力に

以来j:軌はこの橋を二枚橋と峡茨ようになった。
昭和ら『7耳’１月崖ＥＩ逮亘

二救橋衛生想合肴愛岩金弓佐一節

の力NQわ．

８．野jil公園

野川公園の位鰯は、調布、小金井及び三鰯の三市に及び、公園内には、かっ

ては清流であった野川が東西に流れ、まだ公園内を横断する都道246号線(通称

東八道路)によって公園は､南北に分れています。

公園の北側部分(Ａ地区という)は、武蔵野段丘の南縁に当る国分寺崖線に接

し、ハケと呼ばれているところからは湧水が湧き出し、さらに、この国分寺崖

綴に沿って野川が流れ、このあたり一帯は緑も多く、自然が大変豊かです。

そのため、国分寺崖線に接するところは、大部分が自然保護区になっていて、

ここは、自然に親しみ、学ぶ場所として最適です。

公園の南側部分(Ｂ地区という)は、かつてゴルフ場であった地形や植栽を生

かし広々とした芝生広場となっています。この広場を中心にしてテニスコート、

ゲートボールコート、木製遊具も設けられているので、ピクニック、野外ケー

－－－１３－－



’

ム、スポーツを行うのにふさわしいところです。東y潅階圃協会我３行『都立認Ｉ（
公園のあらよし_』エリ

幽遊

開園昭和５ ５ 年 モ６月１日
筑亀

木、

､I雲i､蝋二芯i堂iiifi

ｍＯ

､２丁目､小金井市東町１

，６丁目

、

は割11公園自侭俵
武讃察切自湊を
【二銭けられまＬ

です

左め淵
言 野川公回一之縞

バス停

、

、

凶所

§ﾐﾐﾆー 登室■

野Iﾘ公園の南北'断面

－

Ｑ

五1１

?野川公園入口

トイレ

－

ｺ1(－ルコーートＩ
ア
イ

？

988日

垣図中１は楢橋

４は柳縞

2は紅葉 橋 ３ は 水 木 橋

５は擢橋、6は榛矯’７は ﾉ樫橋

Ｉ簿｣Ｌ

１
１



卿I|公園内の説明板「鋤|I公園でｉみられる動腫物｣によると、

姓園内でみ‘列'1る蔵'植物の一部妨げてみました｡これらは《
縦原っは‘､水iZなど増虻よってみら７''1る'ｉｆ,の力瞳I)ます。

画
｡林の中

コナラ、エノキ、エゴノキ、アカシデ》、ミズキ、アオキ
○しめった所

セキショウ､僻?グミ､オランダ』ガﾍﾗｼ､ミゾソパ､セリ
･草地ぞ芝』主

アズマネザサ、ツユクサ、ヨモギ､､メド､ハギ、Ｘとシバ、
フtオパユ､ヤハフ抑ウヒチドメグ､サ、カタバミ、､ソメクサ

･櫓眺

アカマツ、ヒマラヤスギ：サワラ、クスノキ、イチョウ、

トウカエデ､ミアオギリ、

E湿画］
ｏとリ

ムクドリ、ヒヨドリ、キジバト、オナカ蝋、シジュPフカラ、
ツバメ、カワラヒワ、キセキしイーカ､ソコウ

ｏむし

ｱﾉﾃｿｌ、スジグロシロチヨウ．モンキチヨウ書ツパルジミ、
ヤマトシジミ、クワカミキリ、アブ､うぜミ、ヒク‘ラン、

シオカラトンボ､ナッァカ末

･その他の動物

アズマモグミラ、ヒキカVエル、シコハピ､アメIﾉカザリガミニ

左八９－ジの１シ､７の橋の読み方

１ ならばし２舌みじばし３みずきば､し

４ やなぎぱしｇさくら｛まし６<ぬきばし

ワかＬのきば し

－ １５－



９‘大沢わさひ、

ワサビの代表釣な産地は水滴

らかな信州や伊豆の山中、とい

うのが亀ﾘ相場ﾉきが、大東京の

市街型にも江戸闇勅)ら続くワ
サビ田力溌っている.三億市の

＄ ｑ
職
繊
の
一
衛
期
は
函
死
も
壱
れ
た

篭霧；Ｉ

蕊溌
〆一一・一・”～〆、､〃に一・－，蝉もＵＩＪｖノ 索晦含山謹悪鍾窪

大沢地区かってば豊かﾉ目:わき水と都心(こ虹い地‘荊逢生か(ﾉー で
農家けくワサビ'や加工品のワサビ漬を生産し一流のう紺甚渥に｢大

沢ワサビ」のブランドでざ）てはやされた。ワサビ漬はノ隈茎を刻
んで酒力､すにつけだ＆ので.明岩２２年、東海蓮本線力祇急しＥ

際､静岡駅で売り出さ伽､－銀に広まり始めだのである‘

大沢ﾜｻピのﾊPｲｵﾆｱは江ｱ獄の賓鋒戯紳jで僻の
生まれ」９歳の時こ江戸.職剛這溌開いて('たおじを頬
-うて江戸にきて後継ぎⅦ)なか-ﾌた箕輪家に養子に入-ﾌたとｲ云

董美雛を鰯鮒鯛麗繊鯛
培地を切り開いた．

☆政５年(１３２２）ごろ編さんされたとされる地誌r武蔵名勝

雌｣は当'即大沢洞にﾌ,,て｢ここの柳は中低さ地にて野
LみＴｏ‘

林丘陵あI)て、前々 より着>K湧蛍す坐と記して()る‐大沢に移

住した蘭Z右衛門はこの豊かなわき水にいろ'如く着目し､地形

に適したｲ剛としてワサビ栽培鎚之つ()たのどろう．前1ル６－

この頃江戸ではﾜｻピを挟んだｺﾊダの握りずしが巷案され､裏
にツンとくるワサビ雛の即f力瀧好みの江戸→子に大ウケして
いた。政右衛門がその後．「フサビ煮培に本鴫を入洲と動機の一つ

|こ、江戸ｲ王ま|,)をしていた時に見闇しにであろうことがらとにな

っていると恩わ11'１ゐ．当碕､ワサビは崖値で舵腫れ､大沢は質

鋭蝋駕鰯i差灘乏誉書喜藤
－１６



いない氷､大正期にはワサビ､裁培力吋でに箕輪家の中心作物の一
つにな->ていた・

昭和初期には十軒を超える農家がワサビを満培し、(まけ（粥'１

沿い樹下一面にﾜｻピ邑力伽ってI)た爪職作物として人
気のあったワサビにかげりを揚げかけたのが．あの太平洋戦争

であった．ワサビ田の－音剛軍に笥止げら’|/〔て難；f場に変わっ

てしまったうえにワサビそのものが「ぜいたく品」の焔印を押

され､生産高は下降線を7うと》、り柏d7)だ戦後になって６状況は搭
転しなか-'た｡人口増と開発で周囲の環境は劇tル､わざ水の水
畳の織夕が､目だつようになっだ‘３０年頃遂境にワサビの出荷はス

トップ。した．

唾売口知厘

産地としての活力を失った大沢のワサビ田

は魂年三篭市文化蹴言箔委員会の第一回
文化輔造定さ略向いこな-’た､現在は箕輪

かγ･’言室､、

家測t目に7ｈ吃る一二三氏が先祖から続くわさび栽培を絶也し

たくｱrいという決意で(蕊'茨とおこなって（)る．わき水の潟少
は-弓蒲めだつてきている力にいつまで続けて(1けるであろうか．

（裁亮封聞ｓ60.9.16の認皐を参考にしに）

ｈ３．Ｗ;Ilの-ｋ車.′
「言揮』と呼ば’肌3ジｬﾝポ働く車

のと針1‘家がr粥||沿いに－件ある。製紛

業畜ご宮なむ八代目山鉾清氏室である。

今厘脚流で鍵制しているため水車は回

一うていない。かつて画野川治(1にｵ律

が50ヶ所脇っにと(1フ規迂の野ﾉ'1は拡

１幅され.深く堀ら水て当喝の卵||とは塾生、く違う。
武蔵野に太車ができだのは、江戸鴎代(1654句玉川上ﾌ|〈が峻工

し､そこから熱齢木などカド分ﾌkごれ揃田の開発雌むにつ
脈､米・差をつき淵劃免<量産の挫要からであり､水車の取
良力１３みら仮て()った°（後鐙の文は『野川は譲る』よ‘,）

－Ｉｒ７－

６



有形恥文化財水車(裁罰文化s年(i8og>州
江戸日育代末期から明泊･大正にかけて江ﾌﾖ周辺･多摩地区には

うK車力轍多く設けられだ.三ﾉﾘ§靴区では剛|･剛||用ﾝＫ・品川用
水などを利用して脱議･精米｡裳紛等に用いられた．

箔儀』呼'抑るこの水車は靴爽('8o8)以前に鋪''制用
してつくられた．Ｈ師]４０年．謝||斌己j刑彦されて肋)ら水力I或使え
なくなった。しかしﾌkを壱ける大車をはじめ動力劃或る木製歯

車杵な…罰すⅧ言ており潮撤､にろｉｎ様吾を今に伝えて()る。

'し霊羅蕊叢裂剛九風五
日、武州ｸｳﾉ鯛Lt員石j誹jl9O9番拠（

Ｉ貝調布市弼ｋ１丁目６番地の８）の豪

農宮川久)郷の三男として生れ､幼名
は勝太といつ尼。〔大沢7F『との鱗轄地〕

当鴎､江戸ﾉ1,石川柳町に皇錫を構え

て!)だ天然理心満賑三代目近j擁I肋（

繍撫繊号・
織錘ＦＷ”d弾ﾂ楯跡

ヨノ||哀1ft〆堀諸湧

Ｉ

稽古に采ァて‐たまた圭月紬の非凡の才能鎖Zln父久次郎に請い、

近j毒家の養吾に迎え､仰歳で湖肩､名を勇と改め､後に天然理U、
流四代目を継ﾉtjvt上だ。

畝三年(Ｉ畑〕二月敷徴浪士隊噸募し.後京都守翻〉
松平繍の配下に入り鵬組隊長として秘の治雛烏にその
手測礎振っだ。

しかし、その後幕勢おとろえ鳥羽伏見、識に敗'|'ｕ彰応四年
(１２８８）将軍慶喜とともに軍艦富冒t山丸で江戸に帰→だ｡(以上、

調柿郷土史料保存会反ひ‘近熊貢史蹟保彦会の角職文）

江戸にもどった新撰組蕨長近藤勇はあくまで主戦論を唱えて

甲陽鎮撫雄編成し、甲ｿ'|'脚占拠を策して失敗｡つまり、３j三I甲
府へ趣Zしてきた板垣軍の食い止めに失敗した甲州i#蕊の戦で施

・－１８－



zdj操はなお同忘を糾合し、同年３月中旬、下総目流山の酒這宏で、

ある長岡/塁(今の秋藤商店付近)(こ陣をとつ．て抵抗したﾉb制あら

ず、４JEI３日、大久保大和と変名して単身官軍に降伏する．４月

４巳越ケ谷宿で一泊し、言日板橋唐の官軍本部に識良さ21噸しい

取り調ぺを受け、身分がみでぶられる．そして２５日板橋刑場（

現掘橋f礁口近く)でｸ､刑｡享年35才｡首は京都三条河原にさらさ1れたがＩ
己と

残りの賑脚さこの地に剛ら'r〔た｡縦9年に元締組景J鮒の
あった引く舗八(杉村謝蔚)が元副嫉だった甥蔦三塊談
してこのt(Zに適悼の墓碑を庫てたのである(ﾉ板橋駅東口にあり)。

一方､価l後遺族たち力〈奔走してiﾖﾇiz郷の地/、の8$騨蛎いひ

ゼオ､ｑ蛎繍.俵うろ多惣で11Aを蕊溌を墨◇て管港手v77､罰梼･琴

した（三塵市大沢）と訓噛。

､生家跡
ぅji､ゆ

近溺さ勇のEE家跡には『近嬢勇生甥の共戸」の碑がc達てら'仮
いて､産湯に-うかつにとさ帆肴共戸ｆＩＭ?残っている.言制販は次

のように書力vrtている

市史跡近藤勇生家跡
認布市野木１－６－８
指定日召和屋ユ年４月２ｓ日・

宮)||家は､初rt弥五佐ヱ門に初まり‐現当主豊治氏(主十代目

にあたる‘近藤勇は.幼名を宮川勝太といい五代久次師の三男
として天保五丘(1834)ブLjE1に生ま‘'''1た．

いとみ

当鴫、割||家の屋敷は.人見街道とﾉl､金井ﾊ通じる辻にあり、

面積は70CO'nfWWﾖﾜ辰歩)の広さ力Yあ→た.毒如はﾌｳs屋ｌｅｓ
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故菊地墓謂氏(昭和52年'2月賦）

『

龍源寺ｲ主硝･三願市fz化財専門委員(…'年より対と…鰐
大正６年１月４日府中市に生きる

昭和52年３月ノ畔市立第三中1章柵娠を定年退職
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法
融
寺
に
あ
る
「
酋
靭
宅
右
側

方
形
に
組
ん
だ
台
座
に
土
方
ら
の

名
が
刻
ん
で
あ
る
。
左
の
胸
侭
は

近
鱈
の
生
家
、
宮
川
軍
の
寄
贈

Ⅲ
蝿
知
鮎
岡
崎
市
本
柄
で

…
認
で
喜
諏
で
い
た
：
蕊

雌
に
；
…
箪

理
に
川
坪
い
な
い
」
と
し
た
。
と
こ
一

議
撒
一

畿
縦
鑑
一

た
鯉
淵
鷺
吹
の
脳
、
霞

溌
漉
と
し
て
、
、
治
二
十
九
年
、
一

京
邦
に
聾
児
と
き
荊
沓
の
近
一

》
燕
鍵
一
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大
久
保
大
和
と
変
名
し
た
新
選
組
の
三
月
の
下
旬
、
早
く
も
吉
川
町
を
中
心
．
月
二
十
三
日
減
山
村
に
一
泊
、
翌
二
十

隊
長
近
藤
勇
が
、
下
繕
国
葛
飾
郡
流
山
に
中
川
・
古
利
根
川
筋
に
出
兵
し
て
警
四
日
吉
川
町
榎
戸
通
り
を
江
戸
に
向
う

村
で
官
軍
に
逮
捕
さ
れ
た
の
は
慶
応
四
戒
に
あ
た
っ
て
い
た
。
・
と
こ
ろ
、
す
で
に
官
亙
方
出
兵
に
よ
り

年
（
明
治
元
年
）
四
月
の
三
日
で
あ
常
州
風
壁
郡
坂
井
村
百
姓
脇
吾
が
、
・
松
伏
領
赤
岩
村
の
柳
屋
と
い
う
旅
篭
屋

る
。
徳
川
慶
喜
追
討
の
東
海
道
虹
先
録
地
林
付
地
内
で
窟
迩
方
の
手
先
に
繊
捕
，
で
武
装
を
解
い
た
。

隊
が
品
川
宿
に
到
荒
し
た
の
が
三
月
十
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
官
軍
出
兵
讐
聞
屯
こ
こ
で
原
握
右
衛
門
外
一
名
の
所
持

二
日
、
東
山
道
軍
先
錦
隊
が
大
官
掴
を
の
三
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
勝
す
る
刀
や
風
呂
敷
包
み
が
駒
吾
に
預
け

通
過
し
た
の
が
同
月
二
十
八
日
、
そ
し
吾
捕
縛
の
審
疑
は
、
”
餓
忠
“
と
啓
入
ら
れ
、
越
ケ
谷
宿
旅
篭
屋
鍋
厘
消
左
衛

て
江
戸
城
明
け
渡
し
が
四
月
十
一
日
、
れ
た
鉢
難
を
所
持
し
、
蓮
に
包
ん
だ
大
門
方
ま
で
持
参
す
る
よ
う
依
鮒
さ
れ

し
た
が
っ
て
近
麗
男
の
逮
捕
は
官
軍
方
小
刀
三
本
と
血
染
め
の
協
差
を
腰
に
差
た
。
勝
吾
は
こ
の
日
、
原
椎
右
衛
円
ら

が
江
戸
に
進
攻
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
．
勝
吾
は
た
だ
に
命
じ
ら
れ
た
通
り
松
伏
村
か
ら
越
ケ

っ
た
。
ち
に
下
野
屋
壬
生
城
に
送
ら
れ
死
罪
処
谷
宿
に
向
う
途
中
、
増
林
村
地
内
で
捕

当
時
、
沈
山
に
陣
を
布
い
て
い
た
近
刑
の
と
こ
ろ
、
俄
か
に
勝
吾
の
身
柄
は
脚
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
“
賊

藤
は
同
志
を
築
め
、
再
挙
の
椴
会
を
ね
代
官
大
竹
左
馬
太
郎
に
預
け
ら
れ
た
．
忠
“
と
書
入
れ
た
鉢
巻
を
所
持
し
た
原

し
っ
て
奔
走
し
て
い
た
が
、
海
軍
方
は
勝
吾
は
他
の
囚
人
と
と
も
に
趣
ヶ
谷
宿
桶
右
術
門
一
行
が
、
流
山
村
で
一
泊
し

－２３－

近
藤
勇
逮
捕
一
件

園ﾊ家の墓地に

あった謝竺の碑

〃
〆
。
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‐
日
、
■
ワ
９
１

に
腫
送
さ
姪
、
さ
ら
に
代
官
の
吟
味
を
た
。
．
』
い
う
厨
吾
の
供
述
が
、
近
腫
一
郷
の

う
け
た
が
、
鮎
局
越
ヶ
谷
商
で
釈
放
さ
逮
捕
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
が
あ
る

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
畔
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
れ
か
ら
間

勝
吾
の
申
し
分
に
よ
る
と
、
郷
里
真
も
な
く
滝
山
享
件
に
進
展
し
て
い
る
こ

堕
郁
坂
井
村
の
地
頭
の
用
人
頻
梱
右
術
．
と
は
興
味
深
い
。

門
外
一
名
か
ら
道
一
案
内
を
頼
ま
れ
、
三
な
お
、
四
月
三
日
に
捕
縛
さ
れ
た
近

月
二
十
三
日
減
山
村
に
一
泊
、
翌
二
十
藤
湧
は
四
月
四
日
趣
ケ
谷
宿
で
一
泊

四
日
吉
川
町
榎
戸
通
り
を
江
戸
に
向
う
し
、
翌
四
月
五
日
板
橘
宿
の
官
亜
本
部

｢－－
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今
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復
何
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一
一
国
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捨
生
吾
所
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快
受
電
光
三
尺
剣
只
矯
一
死
報
君
恩

三
十
一
一
年
四
月
一
一
十
五
厘
、
津
脅
一
国
利
謂
壷
ヨ

１
１
１
！
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（
写
真
は
近
醸
勇
の
肖
像
）

墨
仏
報
こ
し
が
や
」
よ
り

筆
去
ほ
本
間
清
利
先
生

令
凸
ｒ
ｐ
Ｌ
ｄ
油
・
ロ
ト
Ｌ
８
．
．

に
眼
送
さ
れ
た
。
こ
こ
で
厳
し
い
取
飼

●
ヘ
を
う
け
た
後
、
同
月
二
十
五
日
処
刑

さ
れ
、
そ
の
首
は
京
都
に
送
ら
れ
て
三

条
河
原
に
さ
ら
さ
れ
た
．
年
い
ま
だ
三

十
四
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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